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平成２８年８月１２日  

会議の名称 平成２８年度第２回志木市総合戦略会議 

開 催 日 時 平成２８年８月３日（水）１４時００分～１６時２４分 

開 催 場 所 市役所３階 ３０１会議室 

出 席 委 員 

為井 俊充委員、持田 直人委員、太田 裕彦委員 

金谷 慶國委員、西川 和人委員、木下 良美委員 

松浦 優子委員、松永 仁委員、松田 淳委員、 

平間 貴久委員 

               （計１０人） 

欠 席 委 員 
 

                        （計 ０人） 

説明員職氏名 
政策推進課 平間主任 

                        （計 １人） 

議 題 

１ 開会 

２ 議題 

（１）志木市まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る事業の提案

について 

３ その他 

４ 閉会 

結 果 

２議題（１）について会議委員に説明し、質疑応答等を行った。 

   会議での意見を後日、とりまとめ市へ提案することとなっ

た。 

事務局職員 星野政策推進課主任 



審議内容の記録（審議経過、結論等） 

１ 開会 

 

２ 議題 

  ・平間政策推進課主任から（１）について説明後、内容について質疑応答を

行った。 

 

 （委員） 

   今までの施策は単発になってしまっているように思う。事業実施後の結果

がどこまで市民に反映したのかを確認していないので、今後事業を提案する

際はそのことを念頭に置く必要がある。 

 （委員） 

   施策を提案するにあたり、「どのような課題があるのか」、「課題を解決する

ためには、どのような解決策があるのか」、「解決策は、具体的にどのような

直接的な効果があるのか」、「直接的な効果は、どのような波及効果を生むの

か」を考えたうえで、事業を実施し、ＰＤＣＡサイクルを循環させていかな

くてはならないと考える。 

 （委員） 

産業が盛り上がり、市が活性化するようにしなくてはならない。 

 （委員） 

   子育てしながらビジネスをしたいという需要は高いと思うので、市の中で

雇用を生み出し、空き家や空き店舗など、事業を営む場所を提供するなど市

がバックアップして昼間に市内でも働くことができる仕組みづくりを行って

いってほしい。 

 （委員） 

   まちの中で人が動く仕組みを構築し、志木市が優良なマーケットであるこ

とを対外的に発信していくことが必要であると考える。 

 （委員） 

   地元で働ける環境づくりをすることで、定住促進につながるのではないか。 

 （委員） 

   志木市の自然、人・ＮＰＯ、産業といった、もともと志木市が持っている

強みを活かすとともに、民間企業等が参入しやすい環境づくりを行ってほし

い。 

（委員） 

例えば、いろは親水公園に川床を設け、行政にはできないサービスの提供



を行うことにより、より多くの人（市内外）に訪問してもらう効果が期待で

き、にぎわい創出にもつながるのではないか。 

 （委員） 

   極力、民間事業者の力を活用し、民間の創意工夫・ノウハウをサービスに

反映させていってほしいというのが、この会議の意見ということでよいか。 

（委員） 

   これからは、官民連携は必須となると考える。うまく連携し、より多くの

仕事を創生していただきたい。 

 （委員） 

   公園の管理・運営などにも民間の知恵を活用していってほしいということ

でよいか。 

（委員） 

官民が連携し、いいものを創り出してほしい。 

   

３ その他 

   なし。 

 

４ 閉会 

 


